
 

 

 

 

 

 

              口 加 の 風 

校 長  下 釜 祐 保 

「校風造人」という言葉があるらしい。校風は人を造る。その学校で学んで

いると、知らず知らずのうちに、その学校の校風の影響を受ける。「良い社風が

良い人材を育てる」という企業理念を「社風造人」という言葉で社訓にしてい

る会社もあると聞く。 

「家風造人」とか、「郷風造人」などという言葉もあるのだろうか。 

今月９日（土）に、本校のＰＴＡ総会が開かれた。当日どうしても都合のつかない会員のため

に翌週の１５日（金）に総会報告会が実施されたが、その参加率は合わせて８５％。ご多用の中

にご出席いただいた保護者の皆さまへの感謝とともに、改めて我が子への思い、そして我が校へ

の期待を感じずにはおられない。我が子の通う学校に行ってみて…。我が子の担任の先生と顔を

合わせてみて…。だからこそ築ける信頼関係がある、そのことを実践する親がつくる家風、そう

いう地域がつくる郷風、そんなものを考える今年の総会であった。 

次の日曜日、近隣の中学校では体育大会を行う学校が多かった。ご案内をいただいたこともあ

り、見学に出かけてみた。中学校にも校風というものがあるのだろう。同じ行事であるが、尐し

ずつ異なる雰囲気も感じた。同時に、訪れた全ての学校で共通と思ったものもあった。それは、

ＰＴＡ種目で参加する保護者の走りが真剣そのもので、全力疾走だったことだ。中学生が主役の

学校行事ではあるけども、競争に出る以上は負けられないということか…。当然のことながら、

中学生の競技に負けず劣らず客席の声援も大きく、大きな盛り上がりの場面であった。これまた、

親がつくる家風や地域がつくる郷風なるものが、そこにあることを感じたのである。 

「校風」、「社風」、「家風」、「郷風」などというものは、やはり「風」なのだ。これらの風は、

人から人へ受け継がれるものだ。だから、時代とともに変化はあろう。その強弱もあるかもしれ

ない。しかし、時を超えて、一つの方向に吹いているものだと思う。 

「口加の風」。代々の先輩が起こした風、保護者が各家庭でまもっておられる風。そういう風

の中で育った若者が集う、“若き若き学舎”に吹く今日の風も、５月の風らしく、まさにさわや

かそのものだ。この風吹く菖蒲が丘で、次の世代にもさわやかな、確かな風を吹かせる若者を育

てたい。そう思うこの５月であった。 

 さぁ、高総体が目前に迫った。青春の戦いの時だ。青春の戦いのコートには、戦う若人の闘志

がさわやかな風を吹かせる。「口加の風」になびく優勝旗を、菖蒲が丘に持ち帰る運動部の姿を

想像しつつ、皐月を締めくくりたい。 

 

 

 
6 月 2日 火 高総体壮行式(LHR) 6 月 13日 

  

土 

  

補習（1年） 

県一斉模試（２・３年） 

ＮＨＫ杯県大会（放送） 
6月 3日 水 代休日(6月 6日) 

6月 4日 木 7校時 火曜 7校時の授業 6月 14日 

  

  

日 

  

  

家庭科技術検定洋服２級 

ＮＨＫ杯県大会（放送） 6月 5日 金 高総体開会式 

6月 6日 土 高総体 1日目 

全生徒自主応援 

6月 17日 水 歯科検診 

6月 18日 木 考査時間割発表 ３年進路講演会  

北九州大会（陸上） 

6 月 7日 

  

日 

  

高総体 2日目 

自主応援・登校自学 

6月 19日 

  

金 

  

補習中断 

1年乳幼児ふれあい体感実習① 

6月 8日 月 高総体 3日目  

特別時間割（3時間） 

6月 20日 

  21日 

土 

日  

３年対外模試 

6月 9日 火 特別時間割（6時間） 6月 22日 月 １年乳幼児ふれあい体感実習② 

6月10日 水 代休日（6月 7日） 6月 24日 水 3年生創玉成園訪問 

6月 25日 木 期末考査（～30日） 

6月11日 

  

木 

  

高総体報告会(①校時に実

施) 

  

6月12日 金 早朝補習再開(全)  

３年放課後補習開始 

 

 

 

 

 

 

＜６月６日（土） 試合会場・開始時間一覧＞（本校の初戦のみ掲載） 

地区 競技名 競技会場 対戦校 開始時刻 

諫早 陸上競技 

ソフトボール 

県立総合運動公園陸上競技場 

なごみの里運動公園 

各種競技 

北松農業高校 

 ９：３０～ 

１４：００～ 

島原 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ男子 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ女子 

南島原市深江体育館 

南島原市深江体育館 

鶴洋と佐世保南の勝者 

長崎鶴洋高校 

１５：３０～ 

９：３０～ 

佐世保 ｿﾌﾄﾃﾆｽ男子 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ女子 

バレーボール 

佐世保市総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾃﾆｽｺｰﾄ 

佐世保市総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾃﾆｽｺｰﾄ 

佐世保西高校 

五島高校 

清峰高校 

長崎北陽台高校 

９：３０～ 

 ９：３０～ 

１３：００～ 

長崎 卓球男子 

卓球女子 

サッカー 

長与町民体育館 

長与町民体育館 

長崎明誠高校 

長崎西高校 

佐世保商業高校 

長崎東高校 

９：３０～ 

１１：００～ 

１３：２０～ 

口加だより 

  

平成２７年５月２９日発行 

長崎県立口加高等学校 

      第２号 

「勝負の時 夢の舞台へ駆け上がれ」 

 



     

 ５月２２日（金）に「英語教室」（EZ：English Zone）の完成披露会が行われました。 

この「英語教室」は、英語力向上を目的としてＰＴＡ・同窓会の補助を受け、昨年度末に完成し

た教室です。 

 完成披露会では、同窓会会長・ＰＴＡ会長・前ＰＴＡ会長・校長・生徒会長によるテープカット

が行われ、「英語教室」（EZ：English Zone）のネーミング発案者である福田 秀くん・門畑知佳さ

ん（３－１）、豊増ほのかさん（３－４）に記念品が贈呈されました。 

 ６校時には、本多優子教諭・ローレル先生による「コミュニケーション英語Ⅲ」（３年４組１４名）

の公開授業が行われました。この公開授業には、県教委、市教委、そして県内の中・高の英語教諭

約３０名の参加もあり、有意義なものになりました。 

 プロジェクター一体型電子黒板や書画カメラなどのＩＣＴ機器を 

はじめ、さまざまな設備を多くの方々に見ていただきました。 

今後更なる英語教育の充実を目指します。ＰＴＡ・同窓会の皆様、 

ご支援ありがとうございました。 

 
 

 ５月９日（土）にPTA総会が行われました。総会では新旧役員交代、 

昨年度の会計報告、今年度の予算案についての審議などが行われ、 

引き続き、学年ＰＴＡ、学級懇談会が行われました。 

 ５月１５日（金）には、PTA総会報告会が19時より行われました。 

総会・報告会にお忙しい中、多数のご出席をいただき、まことにありがとうございました。    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の卒業生である２名が５月１８日（月）から教育 

実習生として母校に帰ってきました。 

 伊﨑実習生は５月２９日（金）までの２週間、宮木実 

習生は６月５日（金）までの３週間で実習を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月 ８日（金）読み聞かせ実演講座（２年） 

口之津図書館友の会の方に指導していただきました。 

絵本の持ち方、ページのめくり方、読み方など、勉強になりました。 

   １５日（金）乳幼児親子交流学習（２年） 

第１回目の親子交流学習を実施しました。 

これから 1年間の成長が楽しみです！ 

   ２３日（土）口之津図書館おはなし会ボランティア（２年） 

    読み聞かせ実演講座で学んだことをもとに練習をして臨みました。 

 
   自己肯定感と相談する力    

                                      

 

♪今月の生活創造コース♪ 

宮木 希 教生 

（数学） 

伊﨑 晟 教生 

（理科・生物） 

 ５月２１日（木）ＬＨＲの時間に「いじめ根絶全校集会」が

開かれました。 

 進行は、風紀副委員長の松本隆寛くん（３－３）が行い、風

紀委員長の田中健太郎くん（３－４）が「いじめ根絶宣言」を

行いました。宮川先生は、自己肯定感と相談する力について話

されました。 

「いじめ」は、いけないことです。 

世の中の人は、このことをよく知っています。しかし、いじめはなくなっていません。 

あきらめず、根気強く、いじめ根絶に向けての方策に取り組むことが大切です。 

今日のこの集会を、「いじめ根絶」の決意を新たにする機会にして欲しいと思います。 

 

皆さんはいじめに関わったことがあるでしょうか。 

私は、恥ずかしいことですが、小学生の頃クラスメートを無視し、口汚いことばを浴びせた

ことがあります。なぜ、そのようなことをしたか？ 今ならわかります。当時の私は、病弱で

欠席がちでした。登校しても制限が多く、「どうせ私は、病人だ。」という否定的な感情があり

ました。そんな自己否定感が、誰かを自分より下に位置づけたいという気持ちになり、いじめ

を生んだのだと思います。今考えると、自己否定感を他者に向けるのではなく、自己肯定感を

育むことが必要だったのです。 

いじめをする原因は、相手ではなく、自分の中にあります。 

認めたくないかもしれませんが、それは間違いありません。 

この世からいじめを根絶するためには、各人が「自己肯定感」を持つことが必要です。 

自分の良いところはもちろん、悪いところも自分の一部として認め、自分をかわいがりまし

ょう。例えば、「A さんが羨ましい、羨ましすぎて憎らしい。」そんな感情が胸中に渦巻いてい

ても、「こんなことを思う自分は心が汚い」と自己否定するのではなく、わき上がる感情は受

け止め、「憎らしい気持ちはあるけれど、クラスメートとして節度ある態度で過ごせている」

と評価しましょう。 

自分をかわいがりましょう。自分を育てていくのは、自分しかいません。 

 

いじめられた時、いじめてしまった時。 

そのまま放っておくのではなく、誰かに相談してください。相談することで、何かが変わり、

状況改善への糸口が見えるはずです。「相談する力」をつけましょう。 

校内には、ロカロルームがあり、昼休みに先生が在室しています。 

校外にも、たくさんの相談機関があります。「ロカロルームだより 5 月号」に載せています

ので、活用してください。 

              ～いじめ根絶宣言～ 

          ① いじめに負けない強い心を持ちましょう。 

          ② 人との違いを認め、互いに尊重し合いましょう。 

          ③ 人と人とのつながりを大切にしましょう。 


